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物質中のスピン自由度を活用して新奇な機能発現を目指すスピントロニクスは、磁気抵抗に始

まってマグノン、フォトンなど様々な角運動量を利用することで研究領域を広げてきた。本発表

では、近年 JAEA のグループを中心に行ってきた物体の回転による力学的角運動量をスピントロ

ニクスに融合するスピンメカトロニクス研究について概説する。力学的角運動量とスピン角運動

量の相互変換は、Barnett効果（磁性体を回転させると磁化が生じる現象）と Einstein-de Haas効果

（磁化方向を変えると磁性体が回転する現象）という二つの現象を基本原理としている。これら

を核スピン、フェリ磁性体、液体金属流、マイクロカンチレバーなどに適用した最近の研究につ

いて幅広く話題提供したい。 

 


